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取材依頼 
 

建設業における 

死亡労働災害等の撲滅を緊急要請 
 

沖縄労働局（局長 宮本 淳子）は、県内建設業の労働災害による死

亡者数が昨年１年間で０人であったのに対し、本年はすでに３人の尊い

命が失われるという状況を極めて憂慮すべき事態と捉え、死亡災害等の撲

滅に向け建設現場における安全管理の一層の徹底を強く求めるべく、建設業

労働災害防止協会沖縄県支部長及び一般社団法人沖縄県建設業協会長に

対し、自主点検の確実な実施等による安全衛生活動の再徹底を求める緊急要

請を行います。 

 

 

沖縄労働局長（宮本 淳子）が要請文を手交いたします。建設現場に

おける死亡災害防止に向けた緊急の取組を広く県民及び事業者に周知す

るため、報道機関の積極的な取材をお願いいたします。 

 

（1）日時：令和８年９月 17 日（木）午後 ２時 

（2）場所：沖縄県浦添市牧港 5-6-8（沖縄県建設会館２階） 

  

当日取材を希望差される報道機関関係者は、令和８年９月 17 日

（木）午前 10 時までに上記照会先あてに、ご連絡ください。 

 

＜参考資料＞ 

 死亡災害発生状況 

   

沖 縄 労 働 局 発 表 
 

令和 8年 9月 14日（月） 

【照会先】 
労働基準部 健康安全課 
課      長  白倉幸弥 
地方産業安全専門官  上里美樹 
電話：０９８ （８６８） ４４０２ 

沖縄労働局 
Okinawa Labour Bureau 

厚生労働省 



１．死亡災害発生件数の比較

２．死亡災害の概要

番号所轄署 発生月 事故の型 起因物 業種 年齢 発  生  状  況

1 那覇 1月 墜落・転落 建築物、構築物
電気通信
工事業

60歳以上

　被災者が単独で、引込電柱
の上部から順次足場ボルトの
撤去作業を実施していたとこ
ろ、しばらくして付近に倒れて
いる被災者を同僚が発見した
もの。被災者はヘルメット着用
しておらず、構造規格に適合し
ない墜落制止用器具を着用し
ていた。

2 名護 4月
はさまれ・
巻き込ま

れ

整地・運搬・
積込み用機械

道路建設
工事業

50歳代

４ｔトラックでリサイクル工場へ
砂利を買いに来た被災者が、
リサイクル工場の敷地内に停
めたトラック後方の地上で、荷
台に積み込まれた砂利を均す
作業を行っていたところ、砂利
の積込を行っていたホイール
ローダーがバックし、トラックと
ホイールローダーの間に挟ま
れ被災したもの。

3 八重山 ８月 飛来・落下 フォークリフト

鉄骨・鉄
筋コンク

リート造家
屋建築工

事業

６0歳以上

フォークリフトによる運搬作業
時、フォークに差し込んでいた
鉄製の長尺物（長さ約３．５
ｍ、重さ約２００ｋｇ）が、高さ約
３．２ｍから落下し、被災者の
頭部に当たり被災したもの。

死亡災害発生状況

　建設業のおける労働災害の死亡者数は、令和７年（８月末現在）は０人に対し、令
和８年（８月末現在）は３人と増加しています。
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